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平成２６年 ２月１３日 

 

各 位 

 
会 社 名 東亜ディーケーケー株式会社 
代表者名 代表取締役社長 佐々木 輝男 

（コード：６８４８ 東証第１部） 
問合せ先 専務取締役 玉井 亨 

（TEL ０３－３２０２－０２１１） 
 

 

株式会社チノーとの業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年 2 月 13 日開催の取締役会において、株式会社チノー（以下、「同社」という）と

同日付で業務提携契約を締結することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業務提携の目的と背景 

   近年、アジアの新興国では、水不足、水質汚濁や大気汚染が深刻化し、環境改善やインフラ整備

が待ったなしの状況であることから、これらの地域における環境ビジネスは中長期的に大きく伸長

するものと思われます。これは両社にとって大きなビジネスチャンスであるとともに、当該市場の

確保が両社の成長戦略に不可欠なものであることを示しております。 

一方、国内では計測機器市場の成熟化が進み、新たな需要を生み出すためには次世代の製品開発

が急務となっております。 

   このような状況下において両社は、各々保有する固有技術や生産・サービス拠点などのリソース

を相互に活用し協力することで目標達成を図りたいと判断するに至りました。 

 

２．提携内容の骨子 

   当社は、環境計測やプロセス制御において「水・大気・ガス」の計測機器メーカーとして国内で

はトップクラスのシェアを有し、同社は、温度のチノーとして高い技術力を誇り記録計・調節計・

温度センサ及び校正装置などの計測・制御・監視機器メーカーとして国内外で高い評価を得ており

ます。 

   また、当社はこれまで同社の記録計を組み込んだ環境大気測定装置を製品化してラインアップす

るなど同社を主要ベンダーとする良好な関係を継続しております。 

   両社は、国内外のプラントメーカーを始め多くの取引先を同じくすることもあり、このたび「共

同開発と技術協力」「製造委託」「販売及び技術サービスの相互支援」をテーマとして、WIN-WIN

の関係を構築することにいたしました。 

   今後両社は、「TC 技術交流会」を設置するなどして具体的な提携課題の検討を進めてまいります。 

   特に当社は、以前からお客様との共同開発を推進してまいりましたが、平成 26 年度の経営指針

の一つに「お客様の力と自社技術を融合、未来の地球環境を支える」を掲げる予定としており、そ

の第一号として合意に至ったものであります。 
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３．両社の概要 

商 号   東亜ディーケーケー株式会社 

所在地   東京都新宿区高田馬場 1 丁目 29 番 10 号 

代表者   代表取締役社長 佐々木輝男 

設 立   昭和 19 年（1944 年）9 月 19 日 

資本金   1,842 百万円 

従業員数  585 名（連結） 

事業概要  プロセス制御用の pH 計、環境用大気測定装置では国内トップクラスのシェアを有し、

独自の電気化学センサ技術をベースに環境計測器から科学分析機器、医療関連機器な

どに至るまで幅広い分野に展開する計測機器メーカー 

 

商 号    株式会社チノー 

所在地    東京都板橋区熊野町 32 番 8 号 

代表者    代表取締役社長 苅谷嵩夫 

設 立    昭和 11 年（1936 年）8 月 1 日 

資本金    4,292 百万円 

従業員数   945 名（連結） 

事業概要   記録計・調節計・温度センサなどに加え、燃料電池評価装置・半導体試験装置など

の計装システムや温度分布を画像表示するサーモグラフィーなどを展開する計測・

制御・監視機器メーカー 

 

４．業績に与える影響 

業務提携にもとづく具体的な施策等により、当社の業績に重要な影響が見込まれる場合には速や

かに開示いたします。 

 

以上 

 


